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研究成果の概要（和文）：応募者らはこれまで、充分に見知った相手の顔（既知顔）を認知する際の脳機能を明
らかにし、既知顔の認知には未知顔と異なる特異的な神経回路が関与することを明らかにした。しかし、未知顔
から何度も見ることを経て既知顔となる際の脳機能の変化は不明であった。
そこで本研究では、行動実験とMRI実験を行い、未知顔から既知顔への変化について調べた。その結果、行動実
験からは、既知になるにしたがって正答率が上昇し、想起の正確性が増加した。しかし、MRI実験では脳機能変
化を検出できなかった。したがって、未知顔から既知顔への変化では、行動には現れるが、MRIで検出できない
程度の脳機能変化が生じていることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We have previously shown that the brain functions during recognition of 
familiar faces (known faces) and that specific neural circuits are involved in the recognition of 
known faces, which are different from those of unknown faces. However, the changes in brain function
 during the transition from an unknown face to a known face after repeated viewing were unknown.
In the present study, we conducted behavioral and MRI experiments to investigate the change from 
unknown faces to known faces. The results of the behavioral experiments showed that the percentage 
of correct responses increased and the accuracy of recall increased as the face became known. 
However, the MRI experiment failed to detect any change in brain function. Therefore, we suggest 
that the change from unknown to known faces caused a change in brain function that appeared in 
behavior but was not detectable by MRI.

研究分野：認知神経科学

キーワード： 顔認知　顔想起　機能的磁気共鳴画像法　認知神経科学　人間情報学　機械学習
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの顔研究は、未知顔を対象にするものと、有名人など既知顔を対象にするものとに別れていた。本研究
では未知顔から既知顔への移行過程における顔知覚・想起での脳活動パターンの変遷を明らかにするものであ
り、これまでの未知顔研究と既知顔研究とを滑らかに接続する新たな顔研究領域の創設が可能である。
本研究に続く研究により、頭の中で思い浮かべた個々人の顔を脳活動を用いて読み取ることができれば、新たな
ブレイン・コンピュータ・インタフェースの開発への寄与が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ−１９、Ｆ−１９−１、Ｚ−１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
応募者らはこれまで、充分に⾒知った相⼿の顔（既知顔）を認知する際の脳機能を明らかにして
きた。被験者⾃⾝の家族の顔写真を⾒たときに前頭前野内側部が賦活すること（Shinozaki, 2007）
や、同じ前頭前野内側部の活動が⾃⾝の⺟親の表情によって影響を受けること（Shinozaki, 2006, 
2007）を明らかにした。また、これまで表情の処理には関与しないとされてきた紡錘状回（Haxby, 
2000）が、家族や友⼈などよく知っている顔の認知においては表情の処理に関与することを⽰
した（Shinozaki, 2015）。これらの成果により、これまでの未知顔認知をもとにした顔認知モデ
ル（Haxby, 2000）に対して、既知顔の認知には特異的な神経回路が関与することを明らかにし
た。しかし、未知顔から何度も⾒ることを経て既知顔となる際の脳機能の変化は不明である。 
 
 
２．研究の⽬的 
 
本研究では、未知顔から既知顔へ⾄る際に、 
１）顔の想起がしやすくなるかの⾏動指標 
２）想起時と知覚時の脳活動のパターンおよび総量の変化 
を明らかにすることを⽬的とした。 
 
 
３．研究の⽅法 
 
＜⾏動実験＞ 
未知顔を何度もみることで顔想起の正答率が上昇するか確認し、そのスピードの個⼈差を測定
した。 
 
＜MRI 実験＞ 
顔知覚時と想起時の脳活動パターンを fMRI により計測した。この際、応募者が独⾃に考案した
⽅法により、被験者が本当に指⽰された通りの顔をイメージしているか客観的に計測した。 
 
 
４．研究成果 
 
＜⾏動実験＞ 
未知顔を何度もみることで顔想起の正答率が上昇し、個⼈差があった（図１）。 
 

 
図１：未知顔から既知顔への変化に個⼈差があった 

 
 
 



 

 

応募者が独⾃に考案した⽅法により、被験者が本当に指⽰された通りの顔をイメージしている
か計測を⾏った結果、指⽰された通りの顔をイメージしていることを有意差をもって証明でき
た被験者とそうでない被験者に分かれた（図２）。 
 

 
図２：被験者ごとの、指⽰された通りの顔をイメージしたかについての客観的結果。**, 
*** は、有意（Brunner-Munzel test p < 0.005, p < 0.001）にいえる被験者。+ は有意傾
向を⽰す 

 
 
＜MRI 実験＞ 
未知顔から既知顔になった直後に、当該既知顔を想起させた。この際の紡錘状回、視覚野、側頭
極の脳活動パターンを Multi-voxel pattern analysis (MVPA)にて解析したが、有意な結果は得ら
れなかった（図３）。 

 
図３：それぞれの脳領域での MVPAデコーディング正答率 
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